
Ⅰ．はじめに

　凍裂は立木が厳しい寒さに継続的にさらされることにより，樹

幹表面では縦長の割れが，樹幹内部では放射方向の割れが発生す

る気象害の一つである。割れの発生する部位は，一般に胸高部を

中心に地際付近から地上約２～３ｍの俗に一番玉と呼ばれる経済

的には最も価値の高い部分である。これまでにスギの凍裂は東北

地方を中心に全国で１７道県で確認されており，九州では福岡県と

大分県で発生が確認されている（1）。

　今回，佐賀県北部の七山村においてもスギの凍裂が確認され

（写真－１），しかも，特定の品種において高い割合で被害が認め

られたので，その概要について報告する。

Ⅱ．調査地の概要

　被害が確認された林分は，佐賀県東松浦郡七山村大字池原地内

の林道沿いに位置し，スギの精英樹が列状に植栽されている。当

該林分の標高は約６２０ｍで，北向きの斜面であり，林齢は３７～３９

年生である。

Ⅲ．調査方法

　１．被害率

　現地に植栽されている県内産４１系統，県外産２６系統，合計６７系

統のスギ精英樹について目視により凍裂痕の有無を調査し，被害

率を算定した。

　各系統毎に５０本を無作為に抽出して調査の対象としたが，５０本

に満たない系統については実際の調査本数によって被害率を算定

した。ただし，調査本数が１０本以下となる系統については解析の

対象外とした。

　なお，調査総本数は２，１３５本で１系統当たりの平均調査本数は

３２本である。

　２．被害形態　

　被害率の高かった県内から選抜された３系統の被害木について，

胸高直径と凍裂痕の長さを測定した。

　３．発生時期

　２００１年１２月に被害木のうち１本を伐倒・玉切りし，内部の割れ

に沿った年輪の状況を観察し，凍裂が最初に発生した時期を推定

した。

Ⅳ．調査結果

　１．被害率

　調査結果の一覧を表－１に示す。

　調査の対象となった６７系統のうち５０系統については被害は認め

られなかったが，県内で選抜された精英樹の伊万里１号，藤津１９

号，藤津２６号，および県外から選抜されたもので唯一被害が認め
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写真－１．スギの凍裂木（藤津２６号・３９年生）



られた八女１号が高い被害率を示し，それぞれ６２％，８５％，９１％，

６１％であった。

　なお，調査総本数２，１３５本のうち被害を受けた個体の総本数は

１４６本であり，したがって全体の被害率は７％であった。

　２．被害形態

　被害率の高かった伊万里１号，藤津１９号，藤津２６号の３系統に

おいて，被害木の胸高直径と凍裂痕の長さを表－２に示した。胸

高直径の平均はそれぞれ２１cm，２１cm，３０cmであった。また，

凍裂痕はいずれも地際付近から発生しておりその長さの平均はそ

れぞれ１４９cm，１７７cm，２０７cmであった。いずれも藤津２６号が一

番大きい値を示した。

　３．発生時期

　県内産のうち被害率の高かった藤津１９号について，内部の割れ

に沿った年輪の状況を調査した。

　地上約６０cmの部位における断面では，樹皮から６番目の年輪

までは局部的に肥大していたが，７番目から内側の年輪（髄から

３１番目までの年輪）は同心円状で正常な状況であった。

Ⅴ．考　察

　スギの凍裂木の顕著な特徴として，樹幹下部の心材含水率が辺

材に匹敵する程に異常に高い（1）と言われている。今回，被害

率の高かった４系統（伊万里１号，藤津１９号，藤津２６号，八女１

号）については，遺伝的な特性としてこのような特徴があるので

はないかと推察され，今後この面において調査を行う必要があろ

う。

　一方，被害の形態については，これまでの報告と同様に凍裂痕

は地際付近から地上約２～３ｍの部位に多く見られており（1），

特に品種による特徴は見られなかった。

　また，凍裂の被害木は開口と癒合を繰り返す中で，開口部の年

輪が局部的に肥大する（1）とされている。藤津１９号における伐

倒調査では６番目の年輪まで同様の特徴が認められたので，最初

の凍裂が発生したのは６番目の年輪が形成される直前の冬であっ

たと考えられる。

Ⅵ．まとめ

　今回，スギの特定のクローンにおいて高い割合で凍裂が確認さ

れ，このことから凍裂の発生に関して遺伝的要因が関与している

可能性がある。今後は被害率の高い品種と被害の発生していない

品種の特性の違いから遺伝的要因の関与についてより明らかにす

るとともに発生状況等各方面から調査を行い，凍裂の被害回避・

軽減法を検討する。
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表－１．凍裂の品種別本数被害率一覧表
本数被害率（％）

区分 ９１～１００８１～９０７１～８０６１～７０５１～６０４１～５０３１～４０２１～３０１１～２０１～１０被害無し

藤津２６号（９１）藤津１９号（８５）伊万里１号（６２）唐津１１号（４０）藤津２４号（２２）佐賀１号（１２）唐津２号（４）神埼４号佐賀２号

県
内
産　

系
統

４１

藤津１８号（１７）藤津６号（２）神埼５号佐賀３号

藤津２２号（１７）藤津１２号（５）神埼６号伊万里２号

杵島２号（１４）藤津１７号（２）藤津１号唐津１号

藤津２１号（３）藤津２号唐津３号

藤津２５号（２）藤津５号唐津４号

藤津２８号（４）藤津９号唐津５号

藤津１０号唐津６号

藤津１４号唐津７号

藤津１５号唐津８号

藤津１６号唐津１０号

藤津２９号杵島１号

神埼２号

１１１１１４７２５小計

八女１号（６１）筑紫１号八女３号

県
外
産　

系
統

２６

筑紫２号八女６号

鞍手２号八女７号

粕屋１号八女９号

山田１号八女１０号

嘉穂２号八女１１号

京都１号八女１２号

長崎１号浮羽３号

諫早１号浮羽５号

南高来１号浮羽６号

南高来３号浮羽７号

南高来４号糸島２号

糸島４号

１２５小計

１１２１１４７５０合計

１）　系統名の右横（　）書きの数値は本数被害率（％）。
２）　１系統当たりの平均調査本数は３２本。（調査総系統６７系統，調査総本数２，１３５本）
３）　全体の平均本数被害率は７％。（調査総本数２，１３５本，被害総本数１４６本）
４）　小計，合計欄は，系統数の計。

表－２．被害木の胸高直径と凍裂痕の長さ
（単位：cm）

藤津２６号藤津１９号伊万里１号
区分

（３９年生）（３７年生）（３８年生）

３０２１２１胸高
直径 （２２～３４）（１４～２６）（１６～２６）

２０７１７７１４９凍裂痕
の長さ （１２０～２９０）（８０～２５０）（８０～３１０）

１）上段裸書きはそれぞれの被害木，３１・３４・２０本の平均値。
２）下段（　）書きは範囲。（最小値～最大値）


